
1　No.67 みのぶ議会だより■発行：山梨県身延町議会　　■編集：議会広報編集委員会　　■発行日：令和３年８月１日

下山地区在住青洲高校2年生 前澤佳月さん（R3.6.26）下山地区在住青洲高校2年生 前澤佳月さん（R3.6.26）

過去の議会だよりは、過去の議会だよりは、
こちらから閲覧できます。こちらから閲覧できます。

み の ぶ
議 会
だより

あ な た と 町 政 を 結 ぶ
も く じ

○一般質問（５人）………………………2

○常任委員会レポート… ………………7

○質疑・討論… …………………………8

○臨時会・組合議会報告… ……………9

○議案に対する賛否… ……………… 10

○民生委員児童委員アンケート… … 11

○議員報酬適正化検討委員会報告… 12

○町長行政報告… …………………… 13

○モニター通信… …………………… 14

○おじゃまします… ………………… 16

2021
6月定例会

No.67

がん
ばれ
ニッ
ポン

がん
ばれ
ニッ
ポン
!!!!



野
の

島
じま

　俊
としひろ

博 議員

No.67 みのぶ議会だより　2

厳
し
い
財
政
状
況
、今
後
の
財
政
運
営
は

最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

問　

３
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
町
税
等
の

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
予
算
編

成
で
あ
る
が
、
本
町
に
お
い
て

も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
重

要
な
年
度
で
あ
り
、
今
後
の
財

政
運
営
は

財
政
課
長　

３
年
度
の
当
初
予
算

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
本

町
の
法
人
町
民
税
等
の
町
税
収

入
が
大
幅
な
減
収
と
な
る
な

ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
下
で

の
予
算
編
成
と
な
っ
た
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
感

染
症
対
策
や
住
民
生
活
に
直
結

し
た
事
業
に
し
っ
か
り
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
税
収
減
に

よ
る
減
収
補
て
ん
措
置
や
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
追
加
交
付

な
ど
、
国
に
よ
る
全
面
的
な
財

政
措
置
を
引
き
続
き
強
く
求
め

て
い
く
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
等
が
縮

小
さ
れ
て
い
る
中
、
今
後
、
ど

の
よ
う
に
事
業
展
開
さ
れ
る
の

か
生
涯
学
習
課
長　

２
年
度
に
実
施

予
定
の
事
業
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
１
３
０
事
業
を
計
画
し
た

が
、
74
事
業
が
中
止
な
ど
の
措

置
が
取
ら
れ
た
。

　
　

３
年
度
も
同
様
な
状
況
が
続

い
て
お
り
、
個
人
や
少
人
数
で

の
グ
ル
ー
プ
等
は
感
染
症
予
防

対
策
を
講
じ
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
る
が
、
生
涯
学
習
事
業
に

お
い
て
は
、
２
年
度
同
様
に
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
活
動
を
自

粛
し
た
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
　

現
在
、
青
少
年
健
全
育
成
お

よ
び
文
化
財
の
保
護
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
り
町
民
一
人
ひ
と
り

が
充
実
し
た
暮
ら
し
が
実
感
で

き
る
よ
う
に
、
各
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
多
く
の
町
民
に

生
涯
を
通
じ
た
学
習
す
る
機
会

や
意
義
を
感
じ
て
も
ら
い
、
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

問　

町
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
は

総
務
課
長　

職
場
に
お
け
る
感
染

予
防
対
策
は
、
職
員
の
健
康
管

理
、
安
全
管
理
お
よ
び
行
政
機

能
の
維
持
、
業
務
の
継
続
性
確

保
の
観
点
か
ら
職
場
内
で
の
感

染
防
止
策
の
み
な
ら
ず
、
通
勤

や
私
生
活
で
の
感
染
防
止
等
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、職
員
の
健
康
状
態
の

把
握
に
も
努
め
、定
期
的
な
検

温
等
、
平
常
時
に
お
け
る
健

康
状
態
の
把
握
に
配
慮
し
て
い

る
。

　
　

職
員
本
人
や
、
同
居
す
る
家

族
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
感
染
が
疑
わ
れ
る

発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、

早
期
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
を
実
施

で
き
る
よ
う
職
員
行
動
等
の
指

導
を
徹
底
し
、
万
が
一
の
場
合

に
備
え
、
組
織
的
に
感
染
対
策

に
取
り
組
む
。

問　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
地
域
へ
の
出
張
が
必
要
な
場

合
、
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い

る
の
か

総
務
課
長　

現
在
、
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
た
地
域
へ
の

出
張
が
必
要
な
場
合
の
み
な
ら

ず
、
国
・
県
で
は
出
張
等
に
よ

る
人
の
移
動
を
減
ら
す
た
め
に

テ
レ
ビ
会
議
等
を
積
極
的
に
導

入
し
活
用
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て

も
対
面
的
な
出
張
が
必
要
な
場

合
は
、移
動
手
段
と
し
て
電
車
、

バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
避
け
て
、
公
用
車
で
の
出

張
と
し
て
い
る
。

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

一般質問一般質問

一般質問

問答
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医
療
・
介
護
従
事
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

医
療
従
事
者
94
％
・
介
護
従
事
者
66
％
が
接
種
済

問　

医
療
従
事
者
と
介
護
従
事
者

に
は
優
先
接
種
が
認
め
ら
れ
て

い
る
が
、
接
種
済
み
の
従
事
者

は
何
人
か

福
祉
保
健
課
長　

医
療
従
事
者

は
３
８
２
人
中
２
回
済
み
が

２
６
９
人
、
１
回
済
み
が
89
人

で
全
体
の
94
％
が
接
種
し
て
お

り
、24
人
は
希
望
し
て
い
な
い
。

　
　

介
護
従
事
者
で
は
２
６
３
人

中
２
回
済
み
が
75
人
、
１
回
済

み
が
98
人
で
66
％
が
接
種
済

み
。
こ
れ
か
ら
受
け
る
か
、
希

望
し
な
い
人
は
90
人
で
あ
る
。

問　

高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
は
何
人
で
、
接
種
を
受
け

た
人
は
何
人
か

福
祉
保
健
課
長　

入
所
者
の
合
計

は
３
１
０
人
で
、２
回
接
種
済
み

が
１
７
９
人
、１
回
済
み
が
95

人
で
希
望
し
な
い
人
が
36
人
。

問　

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
が

５
月
23
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

が
、
状
況
は

福
祉
保
健
課
長　

５
月
23
日
と
29

日
、
６
月
５
日
に
82
歳
以
上
の

人
に
接
種
し
た
が
、
希
望
し
な

か
っ
た
人
が
３
４
７
人
い
た
。

　
　

今
回
の
接
種
は
あ
く
ま
で
も

本
人
の
希
望
に
よ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
し
っ

か
り
情
報
を
周
知
し
、
各
種
相

談
に
応
じ
て
い
く
。

中
部
横
断
道
全
線
開
通

問　

当
初
の
予
定
よ
り
４
年
遅
れ

で
、
３
年
９
月
に
全
線
開
通
と

な
る
が
、
町
内
企
業
の
交
通
輸

送
効
率
は
格
段
に
良
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
経
済
効
果

を
調
査
す
る
予
定
は
あ
る
か

企
画
政
策
課
長　

経
済
セ
ン
サ
ス

の
調
査
を
５
年
毎
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
の
調
査
結
果
で
開
通

前
後
の
比
較
を
す
る
こ
と
に
な

る
。

問　

町
内
３
ケ
所
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
で
、
利
用
車
種
・
人
数
・

時
間
帯
等
を
調
査
す
れ
ば
、
本

町
の
経
済
活
動
に
役
立
つ
と
思

う
が

観
光
課
長　
「
峡
南
地
区
道
の
駅

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
と
国

交
省
の
デ
ー
タ
な
ど
を
解
析
し

て
効
果
検
証
を
行
な
い
、
開
通

後
の
観
光
客
の
動
向
等
を
調
査

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
「
健
康
増
進
複
合
施
設
」の
建

設
、開
業
は
い
つ
頃
に
な
る
か

施
設
整
備
課
長　

現
在
、
優
先
交

渉
権
者
の
提
案
内
容
の
詳
細
確

認
と
基
本
協
定
締
結
に
向
け
た

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
が
、
４

年
度
建
設
、
５
年
3
月
末
に
完

成
、
５
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
進
め
て
い
る
。

問　

全
線
開
通
を
控
え
、
町
で
は

新
た
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か

町
長　

移
動
時
間
の
短
縮
を
生
か

し
た
取
り
組
み
と
し
て
地
場
産

業
の
振
興
、
観
光
情
報
の
発
信

力
強
化
、
通
過
す
る
人
に
も
認

知
で
き
る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
看
板
の

設
置
な
ど
の
目
印
づ
く
り
、「
み

の
ワ
ン
」
の
活
用
、
企
業
誘
致

の
推
進
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
多
様

な
働
き
方
の
推
進
、
快
適
で
安

価
な
住
宅
地
の
供
給
、
住
宅
団

地
の
建
設
等
で
、
移
住
定
住
を

促
進
し
、
政
策
展
開
を
図
る
。

問　

３
０
０
号
線
の
ル
ー
プ
ト
ン

ネ
ル
の
完
成
に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
る
。
改
良
工
事
は
い
つ
完

了
か

建
設
課
長　

平
成
22
年
度
か
ら
改

良
に
着
手
し
た
が
急
峻
な
地
形

と
脆
弱
な
地
質
に
よ
り
難
航
し

て
お
り
、
７
年
度
ま
で
に
中
屋

敷
ま
で
の
改
良
を
終
え
る
予
定

で
、
百
合
切
ト
ン
ネ
ル
は
そ
の

後
に
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

一般質問

芦
あしざわ

澤　健
たけひろ

拓 議員

※町ホームページの議会映像から
一般質問の様子等が閲覧できます。

問答
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問　

元
年
度
一
般
会
計
決
算
の

繰
越
金
で
あ
る
実
質
収
支
は

８
億
１
６
６
４
万
８
千
円
で
あ

り
、
本
町
の
財
政
は
黒
字
で
あ

る
。
こ
の
繰
越
金
は
、
当
初
予

算
及
び
補
正
予
算
の
財
源
と
し

て
計
上
さ
れ
、
支
出
さ
れ
た
。

　
　

２
年
度
繰
越
金
の
財
源
配
分

の
実
績
と
と
も
に
、
補
正
予
算

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
財
政
需

要
に
対
し
て
配
分
さ
れ
て
き
た

か
財
政
課
長　

２
年
度
繰
越
金
の

財
源
配
分
は
、
当
初
予
算
に

２
億
９
３
２
９
万
６
千
円
を
計

上
し
、
そ
の
後
の
補
正
予
算
に

残
り
の
５
億
２
３
３
５
万
２
千

円
を
計
上
し
た
。

　
　

繰
越
金
は
、
地
方
財
政
の

健
全
性
の
確
保
と
い
う
見
地
か

ら
、
２
年
度
12
月
補
正
予
算
に

お
い
て
３
つ
の
基
金
の
元
金
積

立
金
に
４
億
円
を
計
上
し
た
。

　
　

ま
た
、
補
正
予
算
編
成
時
に

は
、
当
該
年
度
内
の
法
律
の
改

正
や
経
済
の
変
動
、
突
発
的
な

災
害
や
感
染
症
等
に
対
処
す
る

た
め
の
貴
重
な
一
般
財
源
と
し

て
計
上
し
配
分
し
た
。

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
供
給
体
制

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
の
加
工
品

は
、
現
在
９
品
目
が
商
品
化
さ

れ
販
売
さ
れ
て
お
り
、
年
々
売

り
上
げ
は
増
加
し
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
販
売
促
進
策
に
伴

う
さ
ら
な
る
需
要
増
加
に
対
応

し
た
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
供
給
が

保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　

こ
の
た
め
に
は
、
若
手
専
業

農
家
の
育
成
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
り
、
農
業
生
産
者
の
法
人

化
に
よ
る
規
模
の
拡
大
や
販
売

促
進
、
新
商
品
開
発
を
目
指
す

新
た
な
民
間
組
織
体
の
設
立
を

模
索
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

産
業
課
長　

あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点

施
設
に
つ
い
て
は
、
４
年
度
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
取
り
入

れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
加
工
品
需
要
の
増
加

に
伴
い
、
原
料
と
な
る
大
豆
の

生
産
拡
大
が
課
題
と
な
る
が
、

2
年
か
ら
あ
け
ぼ
の
大
豆
の
栽

培
を
目
的
と
し
た
新
規
認
定
農

業
者
取
得
団
体
や
、
新
規
就
農

者
の
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
増

加
し
た
。

　
　

複
数
の
新
た
な
法
人
が
営
農

活
動
を
始
め
た
。町
で
は
耕
作

希
望
者
へ
ほ
場
の
斡
旋
、国
・
県

を
含
め
生
産
者
が
受
け
ら
れ
る

各
種
補
助
制
度
の
積
極
的
な
活

用
な
ど
、営
農
活
動
や
就
農
に

向
け
た
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

問　

元
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
の
実

績
は
、寄
附
件
数
は
５
０
０
件
、

寄
附
金
額
は
２
０
９
５
万
７
千

円
で
あ
る
。

　
　

一
般
的
に
魅
力
あ
る
返
礼
品

が
納
税
へ
の
意
欲
を
高
め
る
と

思
う
が
。
返
礼
品
取
扱
業
者
の

選
定
方
法
は

企
画
政
策
課
長　

返
礼
品
取
扱
業

者
選
定
の
考
え
方
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
る
「
地
場
産
品
に
関

す
る
基
準
」
を
満
た
す
も
の
で

あ
れ
ば
、
少
し
で
も
多
く
の
登

録
を
進
め
て
い
く
。

　
　

返
礼
品
登
録
の
増
加
に
向
け

て
、
商
工
会
を
通
じ
た
チ
ラ
シ

の
配
布
や
事
業
者
へ
の
個
別
訪

問
を
行
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　

　
　

ま
た
、あ
け
ぼ
の
大
豆
の
6
次

産
業
化
事
業
で
新
た
に
開
発
さ
れ

た
商
品
を
返
礼
品
と
し
て
登
録
す

る
と
と
も
に
、伝
統
工
芸
品
の
新

商
品
な
ど
も
登
録
し
て
い
く
。

繰
越
金
の
財
源
配
分
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か

貴
重
な
一
般
財
源
と
し
て
、当
初
・
補
正
に
配
分
計
上
し
た

一般質問

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

問答

極上 枝豆スープ
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問　

４
月
27
日
、
本
町
で
初
め
て

３
人
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　

県
発
表
の
感
染
者
週
報
に
よ

る
と
、
本
町
の
患
者
発
生
ア
ラ

ー
ト
は
１
万
人
当
た
り
の
週
累

計
感
染
者
数
が
２
・
８
人
、「
警

戒
レ
ベ
ル
」
２
・
５
人
を
超
え

た
が
実
数
が
５
人
以
下
で
あ
る

か
ら
「
要
注
意
レ
ベ
ル
」
と
し

た
。
こ
の
発
表
を
見
て
、
町
民

の
大
多
数
は
驚
い
た
と
思
う
。

感
情
的
に
、
要
注
意
レ
ベ
ル
と

新
聞
報
道
さ
れ
る
と
、
県
民
は

身
延
町
が
危
な
い
町
と
思
う

が
、
こ
れ
に
対
し
町
の
対
応
は

福
祉
保
健
課
長　

県
の
基
準
に

対
応
す
る
公
表
と
な
っ
て
お

り
、
町
で
は
特
に
抗
議
な
ど
は

行
っ
て
い
な
い
。
逆
に
公
表
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
も
感

染
者
数
の
情
報
を
得
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
症
に
対
す
る
注
意

が
呼
び
掛
け
ら
れ
、
感
染
予
防

に
努
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

町
防
災
行
政
無
線
に
お
い
て

も
注
意
喚
起
を
図
っ
て
き
た
。

問　

県
の
基
準
と
い
う
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は

町
長　

県
が
報
道
関
係
に
必
要
な

感
染
情
報
を
公
開
す
る
。
そ
の

情
報
を
知
る
こ
と
は
、
感
染
症

予
防
の
観
点
か
ら
も
私
は
必
要

な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

た
だ
、
個
人
情
報
に
は
配
慮

す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
中

で
必
要
な
情
報
を
公
表
す
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
。

第
６
投
票
区
投
票
所
再
編

問　

第
８
投
票
所
峡
南
高
校
文
化

創
造
館
が
廃
止
と
な
り
、
第
６

投
票
所
久
那
土
保
育
所
と
統
合

再
編
す
る
が
、
選
挙
人
登
録
者

数
８
９
７
人
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
久
那
土
保
育
所
で
投

票
が
本
当
に
可
能
か
。
ま
た
、

今
ま
で
第
８
投
票
区
の
選
挙
人

４
１
７
人
は　

投
票
所
が
遠
く

な
っ
て
、
投
票
率
が
下
が
る
の

で
は
な
い
か
心
配
だ
が
、
何
か

町
で
は
対
策
を
考
え
て
い
る
か

総
務
課
長　

町
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
県
立
峡
南
高
校
の
廃
校
に

伴
い
、
選
挙
投
票
所
と
し
て
廃

校
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
た
が
、
町
当
局
と
県

と
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
第
６

投
票
区
と
統
合
・
再
編
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
　

全
投
票
所
に
共
通
す
る
が
、

現
状
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
必
要
な

場
合
の
投
票
に
つ
い
て
は
、
有

権
者
に
対
し
マ
ス
ク
着
用
で
の

来
場
を
促
す
と
と
も
に
、
投
票

所
に
お
い
て
は
検
温
、
消
毒
で

の
入
室
や
人
流
に
よ
る
三
密
に

な
ら
な
い
よ
う
入
室
の
間
隔
を

と
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
予

定
で
あ
る
。　

　
　

数
日
間
の
期
日
前
投
票
の
期

間
も
設
け
て
あ
る
の
で
、
投
票

者
は
分
散
さ
れ
、
差
し
支
え
が

な
い
と
考
え
て
い
る
。

2
年
度
の
県
要
望
事
項

問　

県
道
割
子
切
石
線
三
沢
・
上

田
原
バ
イ
パ
ス
建
設
と
大
道
川

改
修
工
事
の
進
捗
状
況

建
設
課
長　

県
道
割
子
切
石
線
、

上
田
原
・
割
子
大
道
集
落
内
は
、

現
在
大
型
車
両
は
交
通
不
能
と

な
っ
て
い
る
。
地
元
か
ら
も
三

沢
橋
の
架
け
替
え
と
台
風
等
で

た
び
た
び
氾
濫
す
る
大
道
川
の

改
修
も
含
め
、
改
良
の
要
望
が

あ
り
、
県
に
そ
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
る
。
割
子
大
道
地
内
の

改
良
に
つ
い
て
は
、
峡
南
高
校

跡
地
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
用

地
交
渉
が
不
要
に
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
、
早
期
着
工
を
引

き
続
き
要
望
し
て
行
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

•

三
澤
・
市
之
瀬
を
結
ぶ
バ
イ
パ

ス
建
設
の
進
捗
状
況

•

国
道
３
０
０
号
中
ノ
倉
地
内
道

路
改
良
工
事
の
進
捗
状
況

一般質問

感
染
者
ア
ラ
ー
ト
が
要
注
意
レ
ベ
ル
と
さ
れ
た
が

町
防
災
行
政
無
線
で
感
染
症
へ
の
注
意
喚
起
を
図
っ
た

上
う え だ

田　孝
こ う じ

二 議員

問答
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問　

５
月
23
日
、
集
団
接
種
が
始

ま
り
、
改
善
点
が
あ
っ
た
と
思

う
が
、
そ
の
後
の
改
善
策
は

福
祉
保
健
課
長　

駐
車
場
の
整
理

人
員
の
増
員
、テ
ン
ト
の
設
置
、

室
内
の
移
動
距
離
の
縮
減
等
、

対
応
し
た
。

町
長　

玄
関
付
近
の
混
雑
も
あ
っ

た
の
で
、受
付
の
間
隔
を
と
り
、

土
足
の
ま
ま
接
種
で
き
る
よ
う

に
し
た
。

問　

町
か
ら
連
絡
が
来
る
の
が
遅

く
、
予
約
日
ぎ
り
ぎ
り
だ
っ
た

と
相
談
が
あ
っ
た
。
余
裕
を
持

っ
て
連
絡
が
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
受
付
時
間
が
12
時
か
ら
13

時
を
除
く
と
あ
る
が
、
昼
休
み

に
電
話
予
約
し
た
い
人
も
い
る

と
思
う
が

福
祉
保
健
課
長　

通
知
を
発
送
し

た
翌
日
か
ら
３
日
間
の
な
か
で

予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、

郵
送
の
関
係
等
で
３
日
過
ぎ
て

も
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、

予
約
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
も
検
討
し
て
い
る
。

町
長　

担
当
課
と
協
議
し
、
他
課

を
含
め
昼
休
み
中
に
シ
フ
ト
を

組
ん
で
、
電
話
対
応
で
き
る
よ

う
に
検
討
す
る
。

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
で
予
約

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
場
合
の

対
応
は
、
優
先
順
位
の
リ
ス
ト

の
作
成
は
あ
る
の
か

福
祉
保
健
課
長　

リ
ス
ト
等
の
作

成
は
な
く
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

な
ど
で
ワ
ク
チ
ン
余
剰
が
出
た

場
合
は
、
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を

廃
棄
す
る
こ
と
な
く
、
事
前
に

確
認
し
た
予
防
接
種
業
務
の
職

員
に
接
種
し
て
い
る
。

問　

保
育
園
・
学
校
の
職
員
な
ど

子
ど
も
に
か
か
わ
る
方
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
職
員
な
ど
リ
ス
ト

を
作
り
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
が
、
本
町
は

福
祉
保
健
課
長　

国
の
言
う
優
先

順
位
、
高
齢
者
か
ら
と
い
う
こ

と
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、

年
齢
に
よ
り
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス

等
の
職
員
も
64
歳
以
下
は
８
月

以
降
の
接
種
順
位
に
よ
り
実
施
。

問　

町
長
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
対
応
す
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
町
の
経
済
対
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
か

町
長　

３
年
度
の
交
付
金
事
業
と

し
て
町
民
１
人
あ
た
り
２
万
円

の
商
品
券
配
布
事
業
ほ
か
５
事

業
を
６
月
定
例
会
に
予
算
計
上

し
、
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
町
民
の
感
染
予
防
対
策

お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
対

策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
効
果
的
に

実
施
し
て
い
く
。

問　

こ
れ
ま
で
の
事
業
や
６
事
業

も
評
価
す
る
が
、本
当
に
困
っ
て

い
る
人
、生
活
困
窮
者
を
町
と

し
て
ど
う
し
て
い
く
の
か
。県

社
協
の
貸
し
付
け
も
多
く
な
っ

て
い
る
。生
活
保
護
が
急
増
し

て
い
る
と
の
報
道
も
あ
っ
た
が

福
祉
保
健
課
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
生
活
が
困
窮
に
な
っ
た
か

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
現
状
は
見

え
て
来
な
い
し
、
申
請
に
至
る

ま
で
の
数
は
増
え
て
い
な
い
。

生
理
の
貧
困
対
策
を

問　

県
女
性
団
体
が
学
校
の
女
子

生
徒
に
生
理
用
品
の
配
布
を
知

事
に
要
望
し
た
。
本
町
で
も
中

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
に

生
理
用
品
の
配
置
を

学
校
教
育
課
長　

忘
れ
た
場
合
は

保
健
室
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
へ
の
配
置
は
学
校
と
相

談
し
一
番
い
い
方
法
を
取
る
。

最
初
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
後
の
改
善
は

職
員
の
増
員
や
、受
付
か
ら
土
足
で
あ
が
れ
る
よ
う
に
し
た

一般質問

渡
わたなべ

辺　文
ふみ

子
こ

 議員

問答

ワクチン接種（下山小体育館）
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▼
議
案
第
58
号

　

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

企
画
政
策
課
関
係

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
設
備
利
用
者
の

想
定
は

答　

都
市
部
か
ら
の
テ
レ
ワ
ー
ク

や
ワ
ー
ケ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
と
町

民
の
利
用
を
想
定
し
た
設
備
で

あ
る
。

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
設
備
は
ど
の
よ

う
な
備
品
を
購
入
す
る
の
か

答　

テ
レ
ワ
ー
ク
用
の
備
品
と
し

て
、
テ
レ
ビ
会
議
用
の
モ
ニ
タ

ー
、
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、

プ
リ
ン
タ
ー
と
机
、
椅
子
な
ど

を
整
備
し
、
施
設
で
テ
レ
ワ
ー

ク
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
整

備
す
る
。

産
業
課
関
係

問　

下
部
農
村
文
化
公
園
付
帯
施

設
解
体
工
事
後
の
活
用
は

答　

道
の
駅
の
基
本
機
能
で
あ
る

「
休
憩
」「
情
報
発
信
」「
地
域

連
携
」
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
車
で
直
接
サ
イ
ト
に
乗
り

入
れ
が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
施
設

及
び
、
自
然
の
中
で
ス
ト
レ
ス

な
く
仕
事
が
で
き
る
テ
レ
ワ
ー

ク
ス
ペ
ー
ス
を
併
設
し
、
道
の

駅
の
機
能
と
の
相
乗
効
果
に
よ

り
特
色
あ
る
道
の
駅
に
す
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

費
用
町
単
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
者
が
対
象
か

答　

そ
の
と
お
り
。

問　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
費
用
は
対
象
で

は
な
い
の
か
。
抗
原
定
量
検
査

の
み
が
対
象
か

答　

抗
原
定
量
検
査
の
み
が
対
象
。

問　

補
助
額
は
い
く
ら
か

答　

国
が
定
め
る
抗
原
定
量
検
査

　

費
用
が
７
５
０
０
円
と
な
っ
て

　

い
る
の
で
、
そ
の
半
額
の
３
７

　

５
０
円
を
補
助
す
る
。

問　

予
算
計
上
し
て
い
る
人
数
は

何
人
か

答　

１
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
の
該
当
者
は
ひ
と
り
親

と
は
別
か

答　

ひ
と
り
親
と
は
別
に
な
り
、

３
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
お
り
、

３
年
度
住
民
税
が
非
課
税
の
方

で
あ
る
。

観
光
課
関
係

問　

み
の
ぶ
自
然
の
里
の
修
繕
費

負
担
割
合
は
。
ま
た
指
定
管
理

施
設
に
よ
り
修
繕
に
係
る
負
担

割
合
は
違
う
の
か
、
協
定
書
は

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

答　

10
万
円
以
上
の
修
繕
に
つ
い

て
は
、
協
議
に
よ
り
決
め
、
指

定
管
理
施
設
に
よ
っ
て
負
担
割

合
は
違
う
。
協
定
書
は
、
閲
覧

で
き
る
。

問　

観
光
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
構

築
業
務
は
、町
の
Ｈ
Ｐ
を
充
実

す
る
も
の
か
、別
の
サ
イ
ト
を

構
築
す
る
も
の
な
の
か

答　

観
光
に
特
化
し
た
サ
イ
ト
を

新
た
に
構
築
す
る
。業
務
内
容

は
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の

作
成
、
素
材
等
の
収
集
、
更
新

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
観
光
の
ペ
ー
ジ

は
ど
う
な
る
の
か

答　

現
状
の
観
光
Ｈ
Ｐ
は
残
し
、
新

た
に
構
築
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
と

相
互
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

学
校
教
育
課
関
係

問　

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
人
件
費
は
、
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か

答　

2
年
度
は
補
正
予
算
に
計
上

し
た
が
、
3
年
度
は
補
助
金
の

交
付
予
定
額
が
後
日
示
さ
れ
計

上
し
た
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
地
下
油

槽
埋
戻
の
内
容
は

答　

施
設
は
40
年
以
上
経
過
し
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
中
部

消
防
署
の
指
導
に
よ
り
貯
蔵
・

廃
止
届
の
事
務
を
進
め
て
い

る
。地
下
油
槽
の
残
油
が
多
く
、

埋
め
戻
し
処
理
費
用
で
あ
る
。

常任委員会レポート
予算決算常任委員会 委員長　上　田　孝　二

道の駅しもべ
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▼
議
案
第
61
号

　

３
年
度
介
護
保
険

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

福
祉
保
健
課
関
係

問　

委
託
料
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

の
内
容
は

答　

現
役
並
み
所
得
者
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
、
利
用
者
負
担
の

上
限
額
が
変
わ
る
。
負
担
限
度

額
認
定
を
受
け
た
第
３
段
階
の

方
が
収
入
要
件
で
負
担
限
度
額

が
変
わ
る
。

▼
議
案
第
62
号　

　

３
年
度
簡
易
水
道
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

環
境
上
下
水
道
課
関
係

質
疑
無
し

▼
議
案
第
65
号　

　

３
年
度
下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

下
部
支
所
関
係

問　

下
部
奥
の
湯
温
泉
使
用
料
減

免
対
象
者
数
は

答　

15
件
の
受
給
者
だ
っ
た
が
、

１
受
給
者
が
廃
業
し
、
現
在
14

受
給
者
で
あ
る
。

委
員
長　

野
島　

俊
博

請
願
第
１
号

▼
県
道
割
子
切
石
線
の
新
バ
イ

パ
ス
建
設
と
大
道
川
の
改
修
工

事
に
関
す
る
請
願

質
疑
無
し

◎
審
査
の
結
果　

採
択

委
員
長　

川
口　

 

福
三

◎
最
終
報
告

　

内
容
は
12
ペ
ー
ジ
参
照

議
案
第
66
号

　
▼
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

望
月
悟
良
議
員

　
　

委
託
料
中
の
、
そ
の
他
業
務

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
ｗ
ｅ
ｂ 

予
約

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
内
容
は

　
　

ま
た
、
多
く
の
住
民
よ
り
下

山
小
体
育
館
接
種
会
場
へ
道
案

内
看
板
を
入
口
の
付
近
に
立
て

て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
っ
た
が

福
祉
保
健
課
長

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
か
ら

の
予
約
を
受
け
付
け
る
よ
う
に

な
る
。接
種
券
の
ほ
う
に
あ
ら

か
じ
め
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印
字
し
、

そ
れ
を
携
帯
電
話
で
か
ざ
し
、

接
種
券
番
号
、名
前
、住
所
を
入

力
し
な
く
て
も
接
種
会
場
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、時
間
帯
を
選
び

予
約
が
で
き
る
。

芦
澤
健
拓
議
員

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
で
保

健
師
１
人
分
と
あ
る
が
、
任
期
は

福
祉
保
健
課
長

　
　

現
状
の
町
内
外
を
問
わ
ず
保

健
師
を
募
集
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務
を
お
願
い
す
る
。

　
　

期
間
は
募
集
を
か
け
、
来
年

３
月
迄
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

議
案
第
58
号

 　
▼
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

反
対  

渡
辺
文
子
議
員

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

費
、検
査
費
用
町
単
独
助
成
事

業
の
４
１
２
万
５
千
円
に
つ
い

て
。

　
　

1
月
下
旬
、
町
外
の
介
護
施

設
か
ら
本
町
の
利
用
者
に
自
費

で
抗
原
検
査
を
し
て
陰
性
が
確

認
で
き
な
い
と
利
用
出
来
な
い

と
連
絡
が
あ
っ
た
と
相
談
さ
れ

た
。
3
月
議
会
で
も
質
問
し
、

今
回
、
予
算
が
付
い
た
が
、
月

に
１
回
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の

利
用
で
最
初
だ
け
は
国
の
制
度

を
使
っ
て
無
料
だ
が
、
後
の
月

は
検
査
で
７
、５
０
０
円
の
半

額
の
３
、７
５
０
円
の
負
担
が

か
か
る
と
い
う
予
算
で
あ
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
毎
日
大
変
な

　

生
活
を
し
て
い
る
高
齢
者
や
家

族
に
と
っ
て
、毎
月
３
、７
５
０

　

円
の
負
担
が
ど
れ
だ
け
重
い

か
理
解
で
き
な
い
の
か
、
困
っ

て
い
る
町
民
に
寄
り
添
う
行
政

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、 

国
の
制
度
が
使
え
な
く
、

町
単
独
助
成
制
度
と
い
っ
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

使
え
る
の
で
は
な
い
か
、
コ
ロ

ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
高
齢
者
に

半
額
負
担
さ
せ
る
、
こ
の
予
算

に
は
反
対
。

賛
成　

広
島
法
明
議
員

　
　

抗
原
定
量
検
査
費
用
補
助
金

に
つ
い
て
、
町
内
施
設
の
通
所

利
用
の
際
に
は
検
査
は
な
か
っ

た
が
、
町
外
施
設
の
利
用
者
に

事
例
が
あ
っ
た
こ
と
ヘ
の
補
正

だ
が
、
全
員
が
困
窮
世
帯
と
い

う
こ
と
な
ら
全
額
補
助
、
高
率

の
補
助
と
い
う
こ
と
も
必
要
か

も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
の

受
益
者
負
担
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
補
助
率
２
分
の
１
は
適
正

だ
と
思
う
の
で
賛
成
。

反
対　

芦
澤
健
拓
議
員

　
　

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
認
証
制

度
取
得
奨
励
事
業
の
１
０
０
万

円
に
つ
い
て
。

　
　

補
正
予
算
概
要
を
見
て
も
町

内
の
全
事
業
者
が
実
施
で
き
る

よ
う
事
業
者
へ
の
参
加
支
援
・

啓
発
を
し
、町
内
全
域
が
安
全
・

安
心
な
環
境
を
整
え
る
と
あ

る
が
、実
際
に
説
明
を
聞
く
と

グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
に
関
し
て

は
1
件
2
万
円
で
30
件
、合
計

60
万
円
、「
無
尽
で
お
助
け
、め

ざ
せ
！
み
ん
な
で
１
０
０
億

円
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
8
万

円
3
件
、
計
24
万
円
、
そ
の
他

16
万
円
を
合
わ
せ
１
０
０
万
円

と
い
う
が
、説
明
を
聞
く
ま
で

不
明
の
よ
う
な
予
算
書
の
作
り

方
に
信
頼
が
お
け
な
い
の
で
反

対
。

◎
質
疑

◎
討
論

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
員
報
酬
適
正
化
検
討

特
別
委
員
会
　



表　　彰
全国町村議会自治功労賞受賞（議会議員15年以上在職者）

町村議会広報功労者表彰（広報編集委員5年以上）
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組 合 議 会 報 告

◎定 例 会　令和3年 6月 29日（火）　いずれも承認、可決
　　　　　　◆報告第1号　専決処分の承認を求める件
　　　　　　◆議案第3号　3年度一般会計補正予算（第1号）

飯富病院組合議会 報告者　野島　俊博

令和３年５月１８日（火）
第一回臨時会第一回臨時会

報告第４号　（身延町税条例の一部を改正する条例）
　国の税制改革によるポストコロナに向けた経済構造の転換、好循環の実現を図るため、家計の暮らしと民

需を下支えすることを目的として、個人町民税関係では住宅ローン控除の特例の延長等の改正

報告第５号　（令和２年度身延町一般会計補正予算（第12号））
　国からのワクチン供給の遅れから報酬費を減額し、接種管理システム改修業務費に組み換え
　158万４千円減額

報告第６号　（令和３年度身延町一般会計補正予算（第1号））
　新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業費4000人×2回分　他6件、318万9千円増額

報告第７号　令和２年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算書

議案第54号　身延町国民健康保険税条例及び身延町介護保険条例の一部を改正する条例
　新型コロナウイルス感染症の影響による収入減等に対して国民健康保険税及び介護保険料の減免措置によ

る保険者に対する財政支援が引き続き実施されるため条例の一部改正

・議案第55号　財産の取得について（軽四輪駆動消防積載車２台）

・議案第56号　財産の取得について（可搬式消防ポンプ４台）

・議案第57号　身延小学校グラウンド整備工事（Ⅱ期）請負契約

芦
澤
健
拓 

議
員

赤
池 

朗
編
集
委
員
長

河
井　

淳 

議
員

上
田
孝
二 

編
集
委
員

2年度山梨県広報コンクール
（議会広報町村の部）　優秀賞
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第１回臨時会（５月18日）
出席議員全員賛成にて可決・承認されたもの
• 報告第 4号 身延町税条例等の一部を改正する条例
• 報告第 5号 令和２年度身延町一般会計補正予算（第12号）
• 報告第 6号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第１号）
• 報告第 7号 令和２年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算書について
• 議案第 55号 財産の取得について（軽四輪駆動消防積載車２台）
• 議案第 56号 財産の取得について（可搬式消防ポンプ４台）
• 議案第 57号 身延小学校グラウンド整備工事（Ⅱ期）請負契約について

第２回定例会（６月11日）
出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 議案第 59号 令和３年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 60号 令和３年度身延町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 61号 令和３年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 62号 令和３年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 63号 令和３年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 64号 令和３年度身延町下水道事業等特別会計補正予算（第１号）
• 議案第 65号 令和３年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第１号）
• 同意第 4号 身延町姥草里外七山恩賜林保護財産区管理会委員の選任について（大城　手塚正太郎氏）
• 請願第 1号 県道割子切石線の新バイパス建設と大道川の改修工事に関する請願書について
○追加議案
• 議案第 66号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第３号）

議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●条例の一部改正 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

議案第54号
身延町国民健康保険税条例及び身
延町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

●補正予算

議案第58号 令和３年度身延町一般会計補正予算 
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

●人事案件

諮問第２号
人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて 

（波木井　北川幸弘氏　再任）
異議なしのため、適任と意見を付すことに決定

諮問第３号
人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて 

（大炊平　伊藤稔氏　再任）
異議なしのため、適任と意見を付すことに決定

諮問第４号
人権擁護委員候補者の推薦につき意
見を求めることについて 

（伊沼　深澤正史氏　再任）
異議なしのため、適任と意見を付すことに決定
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民生委員児童委員への民生委員児童委員へのアンケートアンケート
　身延町議会では、新型コロナウイルス感染症拡大が進んでいなかった令和元年度までの平常時には、年
に各２回、「町民と議員との懇談会」・「団体と議員との懇談会」を開催してきました。
　しかし、２年からは感染拡大防止のため、各懇談会は自粛してきました。
　２年11月１日発行の議会だより№64号の紙面において、町民の皆様から意見・要望をお願いして、
３人の方々からご意見等をいただきました。貴重なご意見、ありがとうございました。
　今回は、「団体と議員との懇談会」の初回（H29年２月１日）に、懇談会を開催した民生委員児童委員
を対象に、現職の97人全員（主任児童委員３人含む）に、３年４月にアンケート調査をお願いし、63人
の委員から回答をいただきました。内容を抜粋して掲載します。
　アンケートの内容と結果は、①町民から相談の有無（有16、無47）、②コロナ対策等への意見（有46，
無17）、③議会だより（よく読む16、目通し程度40、たまに読む7；意見等（有17、無46））、④町政・
議会への意見要望（有29、無34）です。
○記載されていない意見要望は、全議員に配布し、今後の議会活動の参考にさせてただきます。

①•

車
の
運
転
を
止
め
た
ら
、
買
物
・
ゴ
ミ
出
し
等

に
困
る
。 

（
身
延
・
女
性
）

　

•

終
活
、
各
種
申
請
や
届
け
出
、
入
院
対
応
や
近

所
付
き
合
い
。 

（
下
部
・
男
性
）

②•

こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
感
染
対
策
、
非
日
常

で
は
な
く
、
日
常
の
習
慣
と
し
て
の
実
践
が
大

事
。 

（
下
山
・
女
性
）

　

•

手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
等
、
初
歩
的
な
対
策
の

徹
底
、
全
般
に
気
が
緩
ん
で
き
て
い
る
と
思
う
。

（
古
関
・
女
性
）

③•

官
庁
用
語
の
使
用
が
多
く
感
じ
、
一
般
町
民
に

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
書
い
て
ほ
し
い
。

（
身
延
・
女
性
）

　

•

議
員
の
質
問
に
対
し
、
職
員
が
答
え
て
終
わ
る

式
の
内
容
が
多
く
、
議
論
が
ど
う
決
め
ら
れ
て

い
る
の
か
見
え
な
い
の
が
、
残
念
。

（
下
部
・
男
性
）

　
•

各
議
員
の
町
政
に
対
す
る
考
え
が
分
か
る
の
で
、

興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
き
た
い
。

（
西
嶋
・
女
性
）

④•

町
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
施
設
が
有
れ
ば
良
い

の
に
と
聞
く
。 

（
下
山
・
女
性
）

　

•

医
療
、
福
祉
、
教
育
の
中
で
、
本
町
は
特
に
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
医
療
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。 
（
身
延
・
女
性
）

　

•

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
便
利
だ
が
、
買
物
の
荷

物
が
多
い
と
き
、
降
り
て
か
ら
の
坂
道
が
大
変
。

（
大
河
内
・
女
性
） 　

•

議
会
は
、
町
当
局
執
行
部
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と

し
て
是
々
非
々
で
望
み
、
も
の
が
言
え
る
議
会

と
し
て
も
ら
い
た
い
。 

（
下
部
・
男
性
）

　

•

一
番
重
要
な
の
は
少
子
化
対
策
だ
と
思
う
が
、

何
で
も
タ
ダ
は
良
く
な
い
と
思
う
。
給
食
費
、

修
学
旅
行
費
は
半
額
負
担
と
し
第
３
子
以
上
の

家
庭
に
厚
く
支
援
は
ど
う
か
、ま
た
結
婚
３
・
５
・

７
・
10
周
年
の
夫
婦
に
祝
い
金
（
町
内
限
定
の

商
品
券
）の
支
給
と
か
、若
い
夫
婦
も
あ
る
意
味
、

大
変
で
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
。

（
下
部
・
女
性
）

　

•

後
期
高
齢
化
、
少
子
化
が
急
速
に
進
ん
で
る
。

何
と
か
歯
止
め
と
な
る
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
、
組
織
等
の
対
策
は
出
来
な
い
か
。

（
久
那
土
・
女
性
）

　

•

町
民
が
気
軽
に
議
会
の
傍
聴
が
出
来
る
よ
う
に

工
夫
し
て
ほ
し
い
。（
地
区
ご
と
に
傍
聴
で
き
る

よ
う
日
程
を
考
え
る
等
） 

（
西
嶋
・
女
性
）

　

•

女
性
の
活
躍
の
場
を
意
図
的
に
増
や
し
て
欲
し

い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
考
え
、
組

織
形
成
を
願
う
。
半
数
以
上
が
女
性
な
の
で
、

女
性
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
身
延
町
と
す
る
べ

く
町
も
議
会
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

優
秀
な
女
性
が
多
く
い
る
町
な
の
で
。

（
曙
・
女
性
）

　

•

活
性
化
の
た
め
に
、
各
戸
に
商
品
券
が
配
布
さ

れ
た
の
は
非
常
に
有
り
難
か
っ
た
が
後
々
、
若

い
人
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
の
が
心
配
と
い
う
声

も
あ
る
。 

（
原
・
女
性
）
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身延町議会議員報酬適正化検討特別委員会報告
　本委員会は、令和２年７月に設置され、３年５月まで 11 回の委員会を開催し、検討協議を重ねてき
た結果、早期に報酬額増額改正すべきという結論になりました。
　しかし、コロナ禍の影響が強く、住民説明会を開催することが困難であり、町民の理解を求めること
が出来ない状況では、今任期中での改正案提出は無理と判断したところでありますが、報酬増額理由の
一部を議会広報にてお知らせすることにしました。
　近年、全国的に町村議会議員のなり手不足が問題視されており、その要因の一つに議員報酬が低額で
あると言われ、本町でも近い将来、心配されるところであります。
　本町の議員報酬額は、平成 16 年９月の三町合併当時最低額の中富町議員報酬月額の 15 万６千円を
42 名の議員に適用し、現在 14 名の議員になりましたが、その額は 17 年間継続しています。
　全国的に見ても、人口１万人から１万５千人の町村議会の平均報酬月額は約 22 万円強であり、全国
的にも山梨県は最低レベルであります。
　ちなみに山梨県内の現況は、県議会議員は月額 77 万円、市議会議員の平均月額は約 34 万９千円で、
町村議会議員の平均月額は約 15 万７千円であり、全国町村議長会でも町村議員の報酬額増額は検討す
べきということになっています。
　なお、本年 10 月に議員改選がありますので、次期議会において新型コロナウイルス感染状況を見極
めながら、住民説明会の開催、町執行部との協議等を重ね議員報酬増額改正を目指すことを願い、今回
の特別委員会の「まとめ」としました。

　　　　　令和３年７月吉日
　　　　　　議員報酬適正化検討特別委員会　委員長　川口福三

（副委員長；福與三郎、委員；広島法明、上田孝二、伊藤雄波、伊藤達美）

REPORT

( 参考資料①) 身延町議会議長等の報酬月額
区　分 月　額 区　分 月　額

議 長 218,000 円 町　長 691,000 円
副 議 長 174,000 円 副町長 564,000 円
常任委員長 160,000 円 教育長 517,000 円
議 員 156,000 円

（参考資料②）県内町村議員の報酬
町村名 報酬金額 町村名 報酬金額

富 士 川 町 220,000 円 道 志 村 130,000 円
昭 和 町 189,000 円 小 菅 村 121,000 円
富士河口湖町 174,000 円 県 内 平 均 157,214 円
南 部 町 158,000 円 全 国 平 均 214,533 円
市 川 三 郷 町 157,000 円 県内市議会議員の報酬
早 川 町 156,000 円 甲 府 市 590,000 円
身 延 町 156,000 円 富 士 吉 田 市 360,000 円
山 中 湖 村 155,000 円 南アルプス市 350,000 円
忍 野 村 155,000 円 中 央 市 290,000 円
鳴 沢 村 150,000 円
西 桂 町 145,000 円 ※山梨県町村議会等のあり方最終

　報告書より（令和元年 8 月）丹 波 山 村 135,000 円
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町長行政報告
望月　幹也 町長

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
民
一
人
あ
た
り
２
万
円

　
　
　
　
　

町
内
限
定
の
商
品
券
を
８
月
下
旬
配
布

◇
は
じ
め
に

　

世
界
規
模
で
影
響
を
与
え
続

け
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
、
感
染
力
が
強
い

変
異
株
の
蔓
延
に
よ
り
、
未
だ

全
国
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
中
、
日
々
、
感
染
症
拡
大
防

止
の
最
前
線
で
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
医
療
等
の
関
係
者
に
、
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
の
切
り
札
で

あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
一
日
で

も
早
く
、全
て
の
年
代
に
向
け

て
実
施
出
来
れ
ば
と
願
い
、早

く
日
常
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
、支
援
事
業
を
予
算
化
し
、ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

２
年
度
は
、
臨
時
交
付
金

４
億
３
４
０
２
万
５
千
円
を
財

源
に
町
民
一
人
当
た
り
４
万
円

の
町
内
限
定
の
商
品
券
配
布
事

業
を
始
め
、
地
域
活
性
化
事
業

及
び
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け

る
感
染
症
予
防
事
業
な
ど
、
総

額
５
億
６
９
８
９
万
７
千
円
、

全
22
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　

３
年
度
は
臨
時
交
付
金
１
億

３
９
０
３
万
４
千
円
を
財
源
と

し
た
総
額
２
億
７
６
３
５
万
２

千
円
、
６
事
業
を
今
回
６
月
補

正
予
算
に
提
案
し
た
。

●
一
人
２
万
円
の
商
品
券
の

配
布
事
業

　

２
年
度
に
引
き
続
き
、
町
内

事
業
者
へ
の
更
な
る
支
援
と
、

地
域
の
消
費
喚
起
、
景
気
の

下
支
え
す
る
た
め
、
町
民
一
人

２
万
円
の
商
品
券
の
配
布
事
業

を
、
８
月
１
日
を
基
準
日
に
８

月
下
旬
に
届
く
よ
う
に
し
、
９

月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま
で
の

使
用
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

●
観
光
情
報
に
特
化
し
た
Ｗ
e
ｂ

サ
イ
ト
の
構
築

　

現
況
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を

念
頭
に
置
き
、「
持
続
可
能
な

観
光
」と
い
う
視
点
で
、収
束
後

に
お
い
て
も
本
町
に
興
味
を
持

っ
て
来
町
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
情
報
発
信
を
行
な
い
、観

光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
繋
が

る
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

●
低
所
得
者
世
帯
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業

　

ひ
と
り
親
世
帯
は
県
が
実
施

主
体
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
世
帯

で
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

す
る
父
母
等
で
住
民
税
非
課
税

等
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
児
童

一
人
あ
た
り
５
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
、
対
象
者
は
86
人
を

見
込
ん
で
い
る
。

●
中
部
横
断
自
動
車
道
の
全

線
開
通

　

４
月
27
日
に
国
土
交
通
省

か
ら
、
３
年
９
月
の
開
通
を
目

指
す
と
発
表
が
あ
り
、
全
線
開

通
の
見
通
し
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、

発
表
ど
お
り
、
９
月
の
全
線
開

通
に
向
け
、
よ
り
一
層
、
安
全

と
品
質
確
保
に
留
意
し
、
残
る

工
事
を
着
実
に
進
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

◇
結
び
に

　

５
月
よ
り
実
施
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

対
応
し
、
一
日
で
も
早
く
町
民

の
皆
様
に
安
全
安
心
な
日
常
生

活
が
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

•

２
年
度
会
計
の
決
算
処
理

•

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ　
　

ン
接
種
事
業

•

国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
減
免

•

乳
幼
児
お
む
つ
購
入
費
助
成
事

業
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★モニター通信（P18 ～ 19）
●町政全般の中でコロナワクチン接
種のメリット・デメリットをしっ
かりと教えて欲しいとコメントさ
れているモニターさんがいました
が、今、まさに、その時です。身
延町の日程計画や手順をその時に
あったタイミングで放送や回覧で
こまめに周知して欲しいです。自
分がいつ接種できるかわからない
ので、町民は不安だと思います。

●町への要望・意見が述べられてい
るが、町当局がモニター通信を活
かしているのか気になった。若い
人に期待しているが 10月に選挙
には無投票にならない様、願って
いる。

●一年前の議会だよりと比べてみま
した、モニター通信のページが増
えた事、他は大きな変わりは無か
った様に思う、モニターの方々が
意見を言ってますが、取り入れら
れてない感じがします「心に伝わ
る」議会だよりにしてください。

●「モニター通信」は１ページで結
構です。私たちは紙面づくりに協
力しているのであって、意見広告
を出しているのではありません。
意見があれば投票を通じ、また、
地域の集会で直接表明致します。
地域の活性化が目的ならば、選
挙の在り方にこそ問題を置くべき
でしょう。また、日頃の政治活動
に精進されるべきではありません
か？議会が「右へならへ」では先
は見えません。よくよくお考え下
さい。

★町政全般についての意見、要望等
●消防団活動について、団員減少や出動人員の確保など非常に厳しい現状を耳にします。三町の合併からかなり経ちま
した、部員減少の部の合併や旧町の分団の見直しなど、再構築が必要ではないかと感じていています。

●小・中・高の制服や体育着を共用できる「おさがりシステム」を構築して欲しいです。町おこしとして、多くの川に、
めだかを放流し、めだかが生息できる様、整えてほしいです。昔のように田んぼにもめだかがいたらいいと思います。
中・高校生が保育園児の遠足に付き添いをし、道徳教育を育む取り組みはいかがでしょうか。身延町の出入り口に
みのワンのイラスト付きで「ようこそ身延町へ」や「おかえりなさい」の看板があったらよいと思います。

●高齢者の新型コロナウイルスワクチン接種が始まり親の介助で行って来ました、出入口が密集して案内もなく、天気
は良かったけどもし雨だったら、接種が町で初めてだったから問題点もあるでしょう、こういう所で自治体の差が
出てくる、次は改善していただけると思います。

●より闊達な議論をお願いします。その方向性が正しいのか正しくないのかは後世の評価の問題です。皆でよくよく議
論して出た答えならば、たとえそれが不幸を招いたとしても、誰も責任は取れとは申しません。「人類のために」と
思って作った原爆の元となる相対性理論のアインシュタインもそれが結果的に世界をこのようにしてしまうとは思
いも至らなかったでしょうし、「遺伝子の機能性獲得の研究」のファウチ博士も恐ろしい勢いで進化変遷する「新型
コロナウイルス群」に繋がることまでは考えもつかなかったでしょう。ですから、一人の優秀な人間お考えだけでは
なく、多方面から多角的な見方をする「議会」が必要なのです。小さいながらもそうした立場の一翼にあることをよ
くよくお考え下さい。

★組合議会報告（P15）
●各議員さんが、それぞれの組合で
ご尽力されていることは分かり
ましたが、前回のモニター結果
で、この紙面に改善を求める意
見がありました。私も同感です。
項目が並んでいて活動されてい
ることは分かりますが内容の理
解ができないのでコメントのし
ようがありません。結果報告な
ら必要ないのか、又は２号にし1
回にしてまとめて縮小するとか
工夫が必要だと思います。

●各組合とも２年度の補正予算と
３年度の一般会計予算と重要な
案件があったと思うが、内容が
良く判らない。

★町長行政報告・教育長教育方針
（P16 ～ 17）

●学校教育課の話の中で「生きる
力」を身に付けた児童生徒を育
てる教育方針が取り上げられて
いました。昨今ヤングケアラー
が潜在して、平等な教育が受け
られていないと問題が表面化し
てきました。身延町内の実態は
どうなのでしょうか。高齢者が
多いので声を上げられない児童
生徒がいないか心配です。

●町長・教育長の方針を読んで、こ
の 1年間是非頑張っていただき
たいと思う内容が、たくさん盛
り込まれています。コロナ禍の中
だからこそ、人間としての基本
的な生き方や基礎的な力量を育
てていくことを、より大切に毎日
の教育に取り組んでほしいです。

★おじゃまします。（P20）
●36年という長きに渡るボランテ
ィア活動を伺い、頭が下がる思
いです。地区の皆さんも同じ思
いをお持ちと思われます。人口
減の地域ゆえ、作業も大変な事
と察します。どうぞケガの無い
様、お体をお大事に、せっかくな
ので皆さんの笑顔の写真があれ
ば良かったかなと思います。

●みのワンが可愛いです。タイトル
どおりテーマになる会に、みの
ワンがおじゃまして取材した形
にしたらどうでしょうか。みの
ワンが一緒に写真に写っていた
ら読者の心も和むと思います。

●各地区の高齢化が進むなかで、会
の運営に必要な経費はどの様に
工面しているか気になった。

●このコーナーでは各地に伝わる
伝統の行事を紹介しています。今
回は切石新生会です。あゆみの中
にもあるように、昭和40年代に
当時の若者が集まって、地域の力
となるために青年団として結成
されたとあります。その後、若者
の転出、少子高齢化の影響をう
け、年々会員が減り現在17人に
なったけど、切石区にとってはな
くてはならない存在だというこ
とです。年々地域の力が弱くなっ
ていくなかで、「議会だより」に
こうした地域を紹介しています
が、大切な活動だと思います。

●素晴らしい取り組みに敬意を表
します。地域文化の継続は、特に
子供達にとっては生涯にわたる
充実した時間の原点となるもの
と思います。
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★表紙について（P1）
●最後の卒園式で休園になる事は
非常に寂しい事です。ここを卒
園した方も色々と思い入れもあ
ると思います。でも、この人数に
なる前にもっと考えることがあ
るのではないか、こうなる前に
何か出来るのではないかと考え
させられます。大人ではなく、子
供がかわいそうだと思いました。

●休園はさみしいですが時代の流
れで仕方ないと思います。卒園
した子供達の心の中に、良き思
い出となって残っていってほし
いです。

●残念です。保護者にとっては近く
に保育所が有る事が色々都合が
良いと思いますが、久那土小学
校がなくなり、若い人達も外へ
出ていってしまうのはしかたの
ない事かもしれません。

★常任委員会レポート（P8 ～ 11）
●№65号のモニター結果表で「問
の下に発言議員の氏名が分かる
ように質問者名を記入して欲し
い」と要望がありましたが今回
も紙面に反映されていません。
質問者名を明記する事に支障があ
るのならば理由を教えて下さい。
また、この様な要望のように、モ
ニター側からの投げかけに対し
ては出来る限りで良いので、回
答を頂けるとモニターのやりが
いにも繋がると思います。皆さ
ん自分の時間を割いて書いてく
れているのでお願いします。

●各常任委員会に誰が所属してい
るのか判らない。委員長のみの氏
名であるが、せめて年１回は公表
して欲しい。今年は改選期にあた
るので、氏名を公表してほしい。

●質問自体が実にわかりやすいので、
町の答弁もわかりやすい。ただ、観
光課関係の議案第20号の指定管
理者選定にあたり、「公募しなかっ
た理由は」の問いに対して、町の答
弁は、「こういう特例があり、これ
に該当すると判断し公募を行わな
かった」と答弁されております。こ
れって、変な感じがします。あくま
で、公募が先だと思います。公募し
たうえで、適切な運営が期待でき
ないと判断した場合に、その結果と
して特例を適用するのではないで
すか。始めから指定管理者を決め
ているような感じに受け取れます。

★一般質問（P4 ～ 7）
●この状況下では新型コロナに対し
ての質問が多くなるのは当然だと
思いますが、この問題は一般質問
で個々に取り上げるよりは新型コ
ロナに対しての身延町の特集で別
途取り上げるほうがいいと思いま
す。予防、感染、接触、ワクチンな
ど色々な情報を一括で掲載するよ
うなものが欲しいと感じました。

●リーディングスキルテストについ
てですが、子育て中の私としては
是非実施して欲しいと思いまし
た。他の市町村と比べ学習塾や英
会話教室が少ないので、教育格差
を感じます。市立の小・中学校で
あれば、副教材の数、民間のテス
トの数も多いはずです。リーディ
ングスキルテストの費用がどのく
らいかかるのか分かりませんが、
仮に低い結果であれば、大問題で
す。教育が充実していることは身
延町の大きな魅力のひとつになる
はずです。

●管理職に女性の登用についてあり
ますが、女性の登用が世界に遅れ
をとっているからの質問なのでし
ょうか。男性女性とかが問題でな
く、能力があれば男、女に関わら
ず、それぞれの能力にあった仕事
をしてほしいと思います。世の中
がとか、世界がとかを基準にしな
いで、適材適所の精神で取り組ん
でほしいと思います。

●「林業の活性化」は有害鳥獣対策
にとっても大事な施策であり、又、
持続可能な循環型社会の原風景で
もあります。消失する里山風景を
復活させ関係人口の創出へとつな
げられたらいいなと思います。

●今回質問者がいつもと比べて少な
かったので、ちょっと淋しい気が
しました。
住民の意見を反映する点からも、
もっと多くの質問が出されるとい
いと思います。私には難しい質問
もありましたが、いろいろ町のこ
れからを考えるのに役立ちます。

★討論・議案に対する賛否
（P12 ～ 14）

●本会議の討論内容はとても重要な
部分だと思いますが、このページ
からはその熱量が伝わってきませ
ん。関心がわかないのですが、討
論内容を文字にしてまとめること
が難しいということでしょうか。

●議案に対する賛否が示されてお
り、参考になる。特に今年は改選
期であり意見を述べるのは重要
であると思う。

●討論の中でも各議員の意見がは
っきりと出されるのはいいこと
だと思います。例えば、国・県の
方針だからと全部が右にならえ
というのでなく、皆の知恵を寄
せ合い、必要だったら国や県に
働きかけることも、町の役割と
して大切でないかと考えます。

●質問者の名前を表記して頂きた
い。「竹林整備用パワーシュレッ
ター」を最大限に活用して頂き
たい。竹林整備の促進及び竹チ
ップの有効活用により農事への
活性化展開をして頂きたい。

★新年度予算（P2 ～ 3）
●令和 2年度予算の時に比べてカ
ラーになり大変見やすくなった
と思います。
前年と内容的にはあまり大きな
変動はないと思いますが、グラ
フの順序や表記の仕方など統一
性があるともっと比較し見やす
くなると思います。前年と比べ
て今年の違いなどを記載しても
わかりやすいと感じました。

●公平公正であることを念頭に、少
ない予算で、最大限の効果が得
られるよう、知恵を絞って予算
執行に当たられることを望みま
す。正直、具体的な内容に言及で
きるまでには、予算の組み立て
や内容まではわかりません。

●概要としては「良くやっているな
ぁ」という感じです。ただし、先が
見えないという感は否めません。
職員の活用という面では如何な
ものでしょうか？総務費・給与
のバラ撒きでしかありません。付
け焼き刃の目玉では隣接自治体
の後追いではありませんか？独
自性の無い自治体は吸収合併さ
れる衰退団体になる時代です。次
回の再編において中心となれる
よう奮起と気概を期待致します。

（議会だより№66の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信



主な活動内容
◎ ６月の日蓮大聖人の入山日前後

から門内の商店などの店先に、
門内の空き地にて３日おきに当
番制で水やり等の世話をして育
てた蓮の花の鉢植え約60鉢を
飾ります。

　 （泥水の中から成長し、清廉に咲
く蓮の花を見ると、心が洗われ
る気持ちになります。）

◎ 冬季、年末年始には、「南天」を
店先等に飾ります。

☆ぜひ、見学に！

あゆみ
　平成 18 年に身延山久遠寺門前町の活性化と地域観
光事業の推進を、女性のパワーを結集して、親睦を深
めながら仲間意識で頑張ろうということで、門内に居
住する 45 人の女性会員によりスタートしました。
　久遠寺の行事参加も男性中心でしたが、女性も知る
べしということで「恵風会」会員として参加させてい
ただき、より一層、門前町に住む一員としての喜びや
責任を感じるようになりました。
　いろいろな職種のメンバーですが、共に生き、共に
栄えるという久遠寺の教えを守り、継続しています。
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身延山 門内おかみの会 恵風会
「凛（りん）と咲く、蓮の華の如く」

鉢を配る作業に参加した会員（6/25）

店先で見事に咲いた蓮の花 無事の成長を願う作業 (6/14)
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お問い合わせ

「恵
けいふうかい

風会」
会長　望月敦古

〒 409-2524 身延町身延 3722
℡ 0556-62-0046
( 旅館山田屋 )

編 集 後 記

おおじじ まましし すすままゃゃ
みのワン


